
 
                         
 
 
                  
 
 
      
 
 
 
 
 

登録教習機関の業務停止の行政処分について 

 

  兵庫労働局（局長 荒木
あ ら き

祥一
しょういち

）は、令和２年９月１７日、労働安全衛生法に基づく登録 

教習機関である但馬安全衛生協会（会長 髙田嘉隆）に対して、下記のとおり、業務停止の 

行政処分を行った。 

 

記 

 
１ 行政処分対象者 

    名    称  但馬安全衛生協会（会長 髙田嘉隆） 

    住    所  豊岡市竹野町須谷９６６ 

    事務所所在地  豊岡市昭和町４－２２三協ビル３階 

    登 録 番 号  兵労基安登録第３０６号 

    登 録 区 分  玉掛け技能講習 

 

２ 処分内容 

    令和２年９月１８日から令和３年３月１７日までの間、労働安全衛生法に基づき登録 

を受けた玉掛け技能講習の業務を停止すること。 

 

３ 処分を行った日 

    令和２年９月１７日 

 

４ 処分の原因となった事実 

    処分対象者が令和元年９月１４日に実施した、玉掛け技能講習の実技講習３時間について、

玉掛け技能講習規程第２条第３項に定める１単位の受講者数（１０人）を超える人数（１５人） 

で実施したこと。 

 なお、当該対象者は、過去にも玉掛け技能講習において同様の違反行為を行ったもの。 

 

５ 根拠となる法令条項 

    労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）第７７条第３項に準用する同法第５３条 

第１項第２号
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関 連 条 文（要約） 

 

 

労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号） 

「登録教習機関」とは、 

玉掛け技能講習やフォークリフト運転技能講習などの就業制限業務に就く者や作業主任

者にとって必要な資格取得のための技能講習（学科及び実技）、免許取得のための実技教習

を行うことを目的として、都道府県労働局長の登録を受けた教習機関の総称。 

 労働安全衛生法第１４条（作業主任者）、第６１条（就業制限）又は第７５条（免許試験） 

の規定に基づいて技能講習等を行う場合は、同法第７７条の規定により技能講習の区分ご 

とに都道府県労働局長の登録を受けなければならないことになっている。 

 

（登録教習機関） 

第７７条第３項 

 第５３条第１項の規定は、登録を受けて技能講習又は教習を行う者について準用する。 

 この場合において、次の表の上欄に掲げる規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ 

同表下欄に掲げる字句と読み替えるものとする。 

 

    （上欄）         （中欄）          （下欄） 

 

第５３条第１項 

 

厚生労働大臣 

 

 

都道府県労働局長 

 

製造時等検査 

 

第１４条若しくは第６１条第１

項の技能講習若しくは第７５条

第３項の教習 

 

第５３条第１項第２号 

 

第４７条から第４９条まで、

第５０条第１項若しくは第４

項 

 

第４７条の２から第４９条ま

で、第５０条第１項若しくは第

４項、第７７条第６項若しくは

第７項 

 

 

（登録の取消し等） 

第５３条第１項 

 厚生労働大臣は、登録製造時等検査機関が次の各号のいずれかに該当するに至ったとき 

は、その登録を取り消し、又は６月を超えない範囲内で期間を定めて製造時等検査の業務 

の全部若しくは一部の停止を命ずることができる。 

 

第５３条第１項第２号（読替規程による） 

 第７７条第６項若しくは第７項の規定に違反したとき。 

 

 



（登録教習機関） 

第７７条第７項 

 登録教習機関は、公正に、かつ、第７５条第５項又は前条第３項の規定に従って技能講 

習又は教習を行わなければならない。 

 

（技能講習） 

第７６条第３項 

 技能講習の受講資格及び受講手続きその他技能講習の実施について必要な事項は、厚生 

労働省令で定める。 

 

クレーン等安全規則 

（技能講習の細目） 

第２４７条 

 安衛則第８０条から第８２条の２まで及びこの章に定めるもののほか、床上操作式クレ 

ーン運転技能講習、小型移動式クレーン運転技能講習及び玉掛け技能講習の実施について 

必要な事項は、厚生労働大臣が定める。 

 

玉掛け技能講習規程（昭和４７年９月３０日労働省告示第１１９号） 

第２条第１項 略 

第２条第２項（実技講習科目の範囲及び時間） 

 技能講習のうち実技講習は、次の表の上欄に掲げる講習科目に応じ、それぞれ、同表の 

中欄に掲げる範囲について同表下欄に掲げる講習時間により行うものとする。 

 

   （上欄）             （中欄）            （下欄） 

講 習 科 目 範     囲  講習時間 

クレーン等の玉掛け 質量目測、玉掛け用具の選定及び使用 定められ

た方法による 0.5 トン以上の質量を有する荷につ

いての玉掛けの基本作業及び応用作業 

  

 ６時間 

クレーン等の運転のた

めの合図 

手、小旗等を用いて行う合図  

 １時間 

 

第２条第３項 

 第１項の学科講習は、おおむね１００人以内の受講者を、前項の実技講習は、１０人以 

内の受講者を、それぞれ１単位として行うものとする。 

 

 

 

 

 

 


